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事業費
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事業費・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証）

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　　

維持

今後の取組内容（改善策、スケジュールの建て直し等）

ボートパークⅡ期の供用に合わせ、係留保管の適正化を図るため、関係機関等と具体的な内容の検討を進めます。

今後の事務
事業の方向性

今後の取組の方向性 今後の取組の方向性の判断理由
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成果 コスト ボートパークⅡ期の供用にあわせ、放置艇対策を強化するために必要であるた
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放置等の状態にあるプレジャーボートについて、係留保管の適正化を図るため、地
域の実情を踏まえた規制内容の条例を制定します。

        　有             無

平成13～25年度※

※「その他特記事項」参照
プレジャーボートを適正に係留保管できるようにします。

※新舞子ボートパークⅡ期
工事の整備が、24年度から
25年度に変更されたため。

その他特記事項現状の「見える化」
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合意形成への調査・調整回数を判断の
指数とします。

・他港調査結果を整理し、条例化に向けて関係機関との調整等を行い、条例の原案の作成作業を進めています。
・23年度も、22年度と同様な作業を進めていきます。

--

1

23 最終目標 25 備考（指標の算定方法など）

備考（指標の算定方法など）

（累計）100
条例制定への進捗率を判断の指数とし
ます。

→予算ベース

最終目標 25

・他港調査を参考にし、名古屋港の実情に合った条例の原案を作成するため、今
以上の関係機関等との調整をする必要があります。

・概ね成果の目標を達成しています。

・概ね目標を達成しています。
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